
 

 

 

 

 

 

 

                                     

校長 白石 恵介 

お子様のご入学、ご進級 おめでとうございます。            

 今年は、例年よりずっと桜の開花が遅く、まるで入学式を待っていたかのように満開になりました。（入学

式当日の雨で散ってしまいましたが・・そんなこともあります。）鶴指小の花壇にも色とりどりの花が咲きそ

ろい、まさに春爛漫といった様相です。 

 校長２年目となります白石恵介です。今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

 昨日７６名の新入生を迎え、今年度は全児童４７０名でのスタートとなります。 

～みんなが楽しい鶴指小～  自主・自律・共生 

 今年度も、上記の学校教育目標を掲げ、学校運営をおこなってまいります。 

「みんなが楽しい」ということは簡単なようで簡単ではありません。全く異なる個性や経験を持った人間が大

勢集まった中で、自分も楽しい他者も楽しいを目指すことは容易ではありません。混乱や対立は当たり前です。

それをどのように解決していくのかをみんなで考えます。譲り合ったり、妥協したり、別の方法を考えたり、

色々なことを経験することでしょう。でも、それこそが小学校で学ぶ意義だと我々職員は考えています。子ど

もの間は、失敗だって何の問題もありません。そんな中で大人になって自立できる力、自主・自律・共生の力

を身につけることを目指します。 

我々子どもたちを取り巻く我々すべての大人（教職員・保護者・地域）は、全ての子どもたちの成長という

共通の目的を目指して、一致団結して「大丈夫だよ」と子どもを見守り続けられればと思います。ご理解とご

協力を、どうぞよろしくお願い致します。 

～自分で考えること～ 

新入生はいませんでしたが、始業式で私は「がまんだ がまんだ うんちっち」（梅田俊作／佳子／海緒 作・

絵 岩崎書店）という絵本の読み聞かせをしました。 

あらすじは、小学１年生の主人公が、学校の帰り道にうんちがしたくなり、どこでどうしようかということ

を次から次へと考えるのですが、片っ端からうまくいきません。とうとう最後には我慢しきれなくなり、駐車

場の草むらで用を足してしまいます。パンツも少し汚してしまいましたが、家に帰ってあったことを全て正直

にお母さんに話します。 

この読み聞かせで私が子どもたちに伝えたかったのは、何とかしようと自分の頭で考えることの大切さで

す。主人公は、結局最後はうまくいったとは言えない結果にはなりましたが最後まであきらめずに自分で考え

続けました。私はこのことがとても価値あることだと思うのです。うまくいかないかもしれないけど、まずは

自分で考える。もしそれで失敗しても必ず次に繋がります。また、自分でどうにもならないときは、友達に聞

いたり、誰かに教えてもらったりすればいいのです。でも、まずは自分で考える力、習慣を子どもたちにはつ

けてもらいたいと思います。 

さて、この話には少しだけ続きがあります。主人公から話を聞いたお母さんは「がんばったのねぇ、あわて

ないで考えられること全部やってみたのね。えらいわよ」「さて、駐車違反のうんちを取りに出発！」と言い

ます。素敵なお母さんですよね。 

主人公はきっと自立した大人に育つと思います。 
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令和６年度の教職員です。よろしくお願いします！ 

「チーム鶴指」は、児童 470 名、20 学級及び通級指導教室（みどり教室）での  

スタートとなります。教職員は以下の通りです。 

 

積立金についてのお知らせ 
積立金の集金は現６年生を最後として、廃止としております。 

5 年生以下の校外学習や宿泊学習、卒業アルバムなどにかかる料金につきましては，その都度

集金をいたします。行先や時期によって変化しますが、大まかな料金は以下の通りです。 

校外学習 2,000 円～3,500 円程度 

5 年生 林間学校 30,000 円程度 

6 年生 修学旅行 25,000 円程度 

卒業アルバム 10,000 円程度 

宿泊学習の説明会や案内等で、大まかな料金をお伝えします。 

※当日の参加人数によって前後いたしますので、ご了承ください。。 

 

欠席連絡について 
 本校では，一斉メール配信システム「スキットメール」による欠席連絡受付を行っています。 

受付時間 当日午前 7 時から午前 8 時まで 

連絡方法 〔連絡種別〕で欠席・遅刻を選択し，理由を入力する。 

 確認後，メールを返信します。返信が遅れることがありますので，ご了承ください。 

 スキットメール以外のメール連絡（タブレットの teams）は，ご遠慮ください。 

 
携帯電話の使用について 
 お子様に携帯電話を持たせる場合には、以下の事をご確認いただけるようお願いいたします。  

 ○学校内では操作しない（電源を入れない）。 

 ○登下校中に歩きながら操作しない。 

 ○学校内での故障や紛失等の場合、責任を負いかねますことをご了承ください。 

職員の氏名は，印刷物でお知らせしました。 


